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こんなことしています！南砺市商工会

1

発行日 ● 平成30年３月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　朝日町の笹川陶芸センターでは、「笹川焼（三峰窯）」
の展示販売および陶芸体験を行っている。窯元の竹内 
登氏は、愛知県瀬戸市で修業を重ね昭和54年に独立
し、当センターを開業。笹川地区にて約40年、幅広い世
代の方に陶芸の魅力を伝えている。「当センターの裏に
は笹川が流れ、そのせせらぎを感じながら作品づくりを
楽しんでほしい。」と、竹内 登氏は笑顔で語ってくれた。

住所：富山県下新川郡朝日町笹川116　TEL：0765-83-2918
料金：湯呑み・コーヒーカップ(1,000円から）、抹茶々碗、花瓶
(1,500円から）

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズムニューツーリズムシリーズ

笹川陶芸センター（朝日町）
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首
都
圏
へ
の
販
路
開
拓

を
目
的
と
し
、
一
月
二
十
六

日
に
個
別
商
談
会
を
、
一

月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

に
展
示
販
売
会
を
浅
草
（
東

京
都
）
で
開
催
し
た
。

　

個
別
商
談
会
は
浅
草
公

会
堂
に
お
い
て
、
七
バ
イ

ヤ
ー
を
招
へ
い
し
開
催
。
出

展
事
業
者
が
商
品
Ｐ
Ｒ
を

行
う
と
と
も
に
、
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。

　
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」

で
開
催
し
た
展
示
販
売
会

は
、
ご
当
地
商
品
を
求
め
る

来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ

た
。
来
場
者
の
嗜
好
が
明
確

な
こ
と
か
ら
、
素
材
へ
の
こ

だ
わ
り
や
地
域
な
ら
で
は

の
商
品
説
明
を
熱
心
に
聞

く
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
出
展
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ

ジ
オ
を
利
用
し
て
、
出
展
商

品
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
郷
土

料
理
教
室
を
開
催
し
た
。

　

な
お
、
本
事
業
に
は
伴
走

型
小
規
模
事
業
者
支
援
推

進
事
業
に
取
組
む
商
工
会

職
員
が
出
展
事
業
者
と
商

談
会
・
販
売
会
に
参
加
。
バ

イ
ヤ
ー
や
来
場
者
か
ら
の

意
見
を
参
考
に
、
今
後
商
品

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
等

継
続
支
援
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

かがやきTOYAMA逸品フェスタ inまるごとにっぽんかがやきTOYAMA逸品フェスタ inまるごとにっぽん

料理教室風景 まるごとにっぽん（東京浅草）での展示販売会

　

両
県
青
連
に
よ
る
交
流
事
業
は
、
平
成
二
十
四

年
よ
り
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
事
業
と
し

て
、
富
山
県
青
連
が
宮
城
県
等
の
被
災
地
を
訪
問

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
被
災
地
の
青
年
部
員
と

の
交
流
事
業
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
互
い
に
全

国
に
先
駆
け
て
「
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十
六
日
に
は
宮
城
県

に
て
両
県
青
連
に
よ
る
「
大
規
模
自
然
災
害
対
策

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
今
後
も
両
者
の
絆
を

よ
り
一
層
強
く
し
、
今
ま
で
被
災
地
支
援
事
業
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
県
内
の
青
年
部
員
に
も
被

災
地
の
現
状
等
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
今
年
度
は
宮
城
県
青
連
役
員
等
を
富
山
県
に

招
き
、研
修
を
通
し
て
の
交
流
事
業
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
と
、
両
県
青
連
会
長
に

よ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
城
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
佐
藤 

秀
徳 

副
会
長
が
講
師
と
な

り
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
城
県
内
の
当

時
の
状
況
と
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
」
宮
城

県
が
作
成
し
た
震
災
の
記
録
映
像
「
東
日
本
大
震

災
～
宮
城
県
の
記
録
～
」
を
視
聴
し
、
小
売
業
を

営
ん
で
い
る
佐
藤
副
会
長
自
身
の
震
災
当
時
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、「
富
山
県
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク

と
備
え
に
つ
い
て
」
富
山
県 

総
合
政
策
局 

防
災

危
機
管
理
課 

副
主
幹 
武
脇 
仁 

氏
よ
り
、
富
山

県
内
で
起
こ
り
う
る
自
然
災
害
の
特
徴
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
備
え
の
重
要

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
で
は
、
二
月
六
日
（
火
）、
富
山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富

山
に
て
、
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
の
交
流
研
修
会
を
開
催
し
、
両
県
青
連
合
わ
せ
て

約
八
十
名
が
参
加
し
た
。

富山県商工会青年部連合会・宮城県商工会青年部連合会
交流研修会

富山県商工会青年部連合会・宮城県商工会青年部連合会
交流研修会

性
に
つ
い
て
も
触
れ
「
災
害
リ
ス
ク
を
軽
視
せ

ず
、
災
害
が
起
き
た
時
の
正
し
い
避
難
行
動
の
知

識
を
学
び
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
身
を
守
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
遠
隔
県
で
は
あ

る
が
共
通
し
た
不
測
の
事
態
に
対
す
る
備
え
な

ど
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
知
識
共

有
を
図
っ
た
。

　

最
後
に
、
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

中

瀬 

淳
哉 

相
談
役
よ
り
、「
富
山
県
青
連
と
宮
城

県
青
連
と
の
交
流
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
」
説
明

が
あ
り
、「
震
災
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

今
ま
で
の
交
流
事
業
か
ら
築
き
上
げ
て
き
た
宮

城
県
青
連
と
富
山
県
青
連
の
絆
を
こ
れ
か
ら
も

繋
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」と
思
い
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
は
、
交
流
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
部
員
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。
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拡

拡

拡

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

商工
春秋

日
本
は
、
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少

に
直
面
し
て
い
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
「
日
本
の

将
来
推
計
人
口
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
人
口
は
、
二
〇
一
五
年

か
ら
五
十
年
後
の
二
〇
六
五
年

に
は
三
〇
％
減
少
、
生
産
年
齢

人
口
（
十
五
～
六
十
四
歳
）
も
、

四
〇
％
以
上
の
減
少
が
予
測
さ

れ
て
い
る
▼
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
は
、
総
人
口
に
占
め
る

生
産
年
齢
人
口
が
低
下
す
る
だ

け
で
は
な
い
。
人
は
「
生
産
者
」

で
あ
り
「
消
費
者
」
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
消
費
需
要
を
中
心
と

す
る
国
内
市
場
の
縮
小
要
因
と

な
り
経
済
成
長
を
妨
げ
る
▼
人

手
不
足
が
進
ん
で
い
る
産
業
で
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
化
投
資

が
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
国

の
予
算
・
施
策
で
も
、
Ｉ
Ｔ
導
入

補
助
金
や
、
生
産
性
向
上
の
た

め
の
設
備
導
入
補
助
金
、
税
制

等
の
支
援
策
が
増
え
て
き
て
い

る
▼
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発

達
で
人
間
の
職
が
な
く
な
っ
て

い
く
と
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
生
産

性
向
上
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

将
来
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
か
ろ

う
か
。

平成３０年度　県の商工関係予算（案）の概要
県の平成 30 年度予算案が編成されました。そのうち、商工関係の主な事業予算は次のとおりです。
  新たに取り組むもの、  拡充して実施するもの

オープンイノベーション・ハブ(仮称)の整備（2月補正）（９億5,000万円）【ものづくり研究開発センター】

事業承継活性化事業　（250万円）

新・富山県ものづくり産業未来戦略（仮称）策定事業（750万円)

県外大学ＵＩＪターン就職パートナーシップ事業（1,545万円)

とやま伝統工芸PR展示会 in Paris事業（840万円）

ものづくり総合見本市開催準備事業 （800万円）

とやまサテライトオフィスモデル事業（470万円)

Ｔターン促進・中小企業魅力発信事業（547万円)

高精度メタルワーク人材養成事業（3,824万円)

ものづくり研究開発実証フィールド発信事業（350万円）

デザイン交流拠点全国発信事業（400万円）

明治150年記念「富山の伝統工芸品の老舗展in日本橋」開催事業（500万円）

とやま起業未来塾事業 (1,954万円）

とやま外国人技能実習生受入促進事業 (730万円）

就活女子応援カフェ事業（450万円)

富山くらし・しごと支援センターの体制強化事業（3,413万円)

先端デバイスマルチ信頼性試験室(仮称)の整備（2月補正）（１億3,429万円）【機械電子研究所】

VR/AR検証施設(仮称)の整備（2月補正）（４億7,100万円）【総合デザインセンター】

アルミの高機能化などを評価する自然環境負荷施設や研究開発を推進するプロジェクト室、ものづくり基盤技術を紹介する「ものづくりライブラリー」を整備

事業承継の気運を高めるためのシンポジウムを開催

ものづくり産業を取り巻く課題に対応した新たな戦略を策定

早稲田大学との就職支援協定による新規事業創造インターシップの開催など、県外大学との連携強化のほか、大学訪問会や企業視察会等を実施

海外販路開拓を支援するため、平成 30 年 4 月にパリにおいて PR 展示会を開催

「富山県ものづくり総合見本市 2019」の開催に向けた準備

市町村が取り組むサテライトオフィス誘致に向けた出展や県外企業対象の現地見学会等を支援

県外出身学生対象の企業研究会の開催や県内外出身学生に対する学食トレイへの企業 PR、中小企業ガイドブックの作成や中小企業魅力発信サイトの運営などを実施

技術専門学院において高精度な金属加工技術に対応した人材養成のための新たな設備や訓練カリキュラムを導入

ものづくり研究開発センターの設備の活用事例を動画として全国発信し、県境を越えたネットワークづくりを推進

デザインセンター一帯をデザイン交流ゾーンとして全国に発信するための「とやまデザイン・コンシャス 2018（仮称）」を開催

日本橋とやま館で本県の地場産業の魅力を発信

少人数指導の新たなコースを創設し、国内外で活躍するロールモデルを創出。修了生のビジネス PR パンフレットを作成し、経済界や消費者に広く周知。

外国人技能実習制度の円滑な実施のため、①優良事例集の作成、②技能検定合格に向けた講習の実施、③県の支援策・優良活用事例を紹介するセミナーの開催、④日本語研修の支援等を実施

首都圏等における県内出身女子大学生等を対象にした県内企業の女性社員との座談会の開催回数を拡充

東京大手町オフィスと大阪オフィスの新設

最先端の電子デバイスに対応した信頼性試験室の整備や、リアルタイムで遠隔地からデータ確認できる集中管理システムを導入

 VR（バーチャルリアリティ）技術等を活用し、デザイン評価・検討を試作レスで実現する施設を整備

新 ヘルスケア製品開発拠点(仮称)の整備（2月補正）（９億1,000万円）【生活工学研究所】
ヘルスケア製品開発ラボ棟を増築し、最先端技術・素材を用いた高機能ウェアやスポーツ健康関連製品等の開発拠点として機能強化

産業支援機関の拠点整備

中小企業の振興とチャレンジの支援

ものづくり産業の高度化

人材の確保・育成

とやまのグローバルブランド推進

※「工業技術センター」を「産業技術研究開発センター」に改組、名称変更
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知
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経
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プロフィール
光学機器・ガラスメー
カーに勤務。その後、
地域の情報誌企画制作
会社に勤務し、行政、
民間問わず広報活動の
支援に長らく携わって
きた。
現在、あごひげ本舗　
法野中小企業診断士事
務所　代表

中小企業診断士

法野　晶則

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
用
の
ス
ス
メ
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

前
回
で
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
に
は
、
そ
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に『
マ
ス
コ
ミ
が
食
い
つ
き
た
く
な
る
』

ニ
ュ
ー
ス
性
、
社
会
性
、
話
題
性
な
ど
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
言

い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
点
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
具
体
的
に
述
べ
て
み
ま
す
。

●
マ
ス
コ
ミ
を
く
す
ぐ
る
キ
ー
ワ
ー
ド

　

自
社
の
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
（
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
、
活
動
や
会
社
自
体
な
ど
）

が
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
当
て
は
ま
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
新
・
最
・
初
・
一
番
】
ず
ば
抜
け
る
こ
と

は
注
目
を
集
め
ま
す
。

例
：
富
山
初
、
富
山
県
で
最
も
、
世
界
初
、

同
業
界
で
一
番
な
ど

【
三
つ
の
“
独
＂】「
独
自
＝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

「
独
特
＝
ユ
ニ
ー
ク
」「
独
創
＝
オ
リ
ジ
ナ

ル
」
と
い
っ
た
性
質
が
備
わ
っ
て
い
る

か
。

【
旬
】
季
節
行
事
、
地
域
行
事
、
時
事
的
な

話
題
と
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え

て
い
る
か
ど
う
か
。

例
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
伝
統
行
事
、
全
国
的

イ
ベ
ン
ト
と
の
関
連
な
ど

【
人
】
独
特
な
人
物
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か

ど
う
か
。

例
：「
そ
の
道
七
〇
年
」
の
名
人
的
な
技
を

持
っ
た
人
物
が
い
る
な
ど

【
物
語
・
ド
ラ
マ
】
開
発
秘
話
な
ど
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
ド
ラ
マ
が

あ
る
か
ど
う
か
。

例
：
人
助
け
、
地
道
な
社
会
貢
献
、
美
談
、

心
温
ま
る
話
な
ど

【
独
自
ネ
ー
ミ
ン
グ
】
か
つ
て
な
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
、
話
題
に
な
り
そ
う
な
ネ
ー
ミ
ン

グ
。

例：「
レ
デ
ィ・加
賀
」
や
「
い
き
な
り
ス
テ
ー

キ
」
な
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
ネ
ー
ミ
ン
グ

【
組
合
せ
＝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
】
異
業
種

企
業
や
自
治
体
、
地
域
社
会
と
の
協
働

活
動
な
ど
。

例
：
学
校
、
海
外
、
シ
ル
バ
ー
、
子
供
ら
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う

か
を
検
討
し
て
、
当
て
は
ま
る
点
を
特
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
に

当
て
は
ま
れ
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

第
２
回

～ 富山県と市町村からのお知らせ ～　　個人住民税の特別徴収完全実施
個人住民税は給与からの特別徴収が原則です。
富山県内の市町村では、原則としてすべての事業者が特別徴収義務者に指定されます。
平成29年度から、個人住民税の特別徴収を実施していない事業者に対して、特別徴収義務者としての指定を行ってい
ます。まだ、特別徴収を実施していない場合はご準備をお願いします。

従業員が常時10人未満の場合は、市町村へ「納期の特例に関する申請書」にて申請し承認を受けることにより、年
12回の納期を年2回にすることができます。

※詳しくは、富山県税務課のHPで

◆お問合せ先　従業員の住所地がある市町村の個人住民税担当課　電話番号は上記HPでもご覧いただけます。

【商工会からのお知らせ】社会保険料と住民税と区分して賃金台帳等に記載しましょう。

平成30年度　前期技能検定のお知らせ平成30年度　前期技能検定のお知らせ
■受検申込書の受付
　４月４日（水）から４月17日（火）まで
■受検申請書の提出先
　富山市安住町7-18　富山県職業能力開発協会
■検定職種
　〈１級・２級・単一等級〉
　　造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、金属プレス加工　他
　〈３級〉
　　造園、金属熱処理、機械加工、機械検査　他
　※29年度後期より２級又は３級を受検される35歳未満の方の実技受検手数料が減額されることになりました。
■お問合せ先
　富山県　職業能力開発課　TEL076-444-3260　／　富山県職業能力開発協会　TEL076-432-9887
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お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ

仕事以外でも

国内外24時間補償！

全ての手続きが商工会でできる
ので便利で安心！

ニーズに合わせて必要保障額に応じた
加入プランをご検討いただけます！

商工会会員の皆様だけが加入できる

特別な制度です!
スピーディーな
共済金支払い！

掛金・共済金は、プラン毎に
年齢・性別・職種に関わりなく一律！
※シニアプラン、ライトプランは補償金額が異なります。生命保障は除く。

12 万人以上の
皆様にご利用

いただいています
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　中小企業の経営者・管理者・スタッフ等のみ
なさまのため、富山県が富山県商工会連合会に
委託してリーズナブルで質の高い研修を提供い
たしますので、ぜひ、ご活用ください。

とやま中小企業人材育成カレッジの３つの特長
①充実した研修体制・・大幅なリニューアル（H29～）により、経営者・管理者・スタッフ等に最適な講座を提供
②中小企業大学校との連携・・全国に９校展開する中小企業大学校の研修ノウハウを活用し、ハイレベルな研修を実施
③リーズナブルな受講料・・県の委託事業として、中小企業のみなさまに提供する研修のため、お得な価格で受講可能

■長期コース（リーダーのための経営視点・スキル育成コース）
ねらい 　経営リーダーが、主体的に行動できる人材になるための「知識」と「マインド」を身につける。
対象者 　経営リーダー　 期　間 　6/22～11/20 のうち 21 日間　 受講料 　75,600 円　 定　員 　25 名
今年度の受講者の声

・役職の重さに悩んでいたなか受講しましたが、やる気を与えてくれる講師と受講生の仲間のおかげで悩みが軽くなり、少
し自信もついてきたように思います。自分がステップアップするために最高のカレッジでした。（サービス業 / 女性）

・講師の方々のレベルが非常に高かったと思います。初心者の人間にもわかりやすくとてもためになりました。（建設業/男性）

■短期コース（６～７月実施分）　※８月以降も、ものづくり、マーケティングなどの研修を実施します。

〇若手リーダー養成講座
ねらい 　リーダーシップの基本について学ぶとともに、リーダーに求められる知識・スキルを習得します。
対象者 　係長・主任・若手リーダー　　 期　間 　6/6（水）、6/7（木）、7/3（火）
受講料 　14,400 円　　 定　員 　50 名

〇女性リーダーのためのステップアップ講座
ねらい 　女性リーダーとしての役割について理解し、活力ある職場づくりを進めるマネジメントスキルを習得

します。
対象者 　女性リーダー・管理者　 期　間 　6/19（火）、6/20（水）　 受講料 　9,600 円　 定　員 　50 名

〇自分とチームを成長させる対話力
ねらい 　コーチングのスキルと考え方を学ぶことで、リーダーとして自信をもって部下を育成するスキルを習

得します。
対象者 　管理者・中間管理職　 期　間 　7/18（水）、7/19（木）　 受講料 　9,600 円　 定　員 　30 名

※研修会場は、両コースとも富山県中小企業研修センター（富山市赤江町１－７）です。
ただし、長期コースの宿泊研修は、いこいの村磯波風（富山市婦中町細谷１－２）で行います。
宿泊研修費用 13,000 円 / 日は、別途ご負担ください。

◆問合せ先：富山県商業まちづくり課（TEL 076-444-3251）
　　　　　　富山県商工会連合会（TEL 076-441-2716）

H30年度とやま中小企業人材育成カレッジH30年度とやま中小企業人材育成カレッジ

カレッジのHPのトップにリンクしています。⇒
Webは、とやま中小企業人材育成カレッジ



7

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）

平成 30 年 3月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.513 昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可

城端しだれ桜祭り 4/7（土）～4/8（日） 南砺市商工会城端事務所 0763-62-2163

鏝絵と下条川千本桜まつり 4/7（土）～4/8（日） 小杉まちづくり協議会 0766-55-3288

あさひ舟川春の四重奏 2018 4/7（土）～4/22（日） 朝日町観光協会 0765-83-2780

第 24 回いなみさんさん祭り 4/8（日） いなみ本町通り振興会 0763-82-0184

神通回廊お花見フェスタ 4/8（日） 富山市八尾山田商工会女性部 076-455-3181

第 25 回ごんべ祭り 4/8（日） 大山・ごんべ祭り実行委員会 076-483-1420

なりひら風の市 4/14（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

福岡さくらまつり 4/14（土）～4/15（日）※予定 さくらまつり実行委員会 0766-64-3088

風の盆ステージ・町なかミニツアー 4/14（土）・4/28（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

にゅうぜんフラワーロード 2018 4/14（土）～4/30（月） 入善フラワーロード実行委員会 0765-72-3802

第21回つざわ桜まつり＆第9回小矢部川ウォークラリーinつざわ 4/15（日）※予定 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

城山公園お花見まつり 4/15（日）※予定 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

第 30 回ふちゅう曲水の宴 4/15（日） ふちゅう曲水の宴実行委員会 076-469-2496

ホタルイカ見学会 4月中旬※予定 富山市北商工会水橋支所 076-478-0247

相倉合掌造り集落ライトアップ『新緑に萌える日本の原風景』 4/28（土）～4/30（月） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

倶利迦羅さん八重桜まつり 4/28（土）～5/5（土） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

石動曳山祭 4/29（祝） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

ふれあい青空市「やまだの案山子」 4月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先
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　南
砺
市
商
工
会
福
野
支
部
の
運
営

委
員
で
あ
る
地
域
の
商
工
業
者
が
中

心
と
な
り
、
将
来
を
見
据
え
て
、
子

供
た
ち
と
連
携
し
た
街
づ
く
り
を
模

索
し
始
め
て
い
る
。
人
口
減
少
の
歯

止
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
「
福
の
検

定
」
を
完
成
さ
せ
た
。

「
福
の
検
定
」完
成

込
め
ら
れ
た
想
い

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
急
速

に
進
む
中
で
、
多
く
の
委
員
が
地
域

経
済
の
衰
退
に
危
機
感
を
持
ち
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
南
砺
市
商
工
会
福
野
支
部
の
運
営

委
員
会
で
は
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な

課
題
解
決
の
た
め
協
議
を
重
ね
、
委

員
会
の
採
決
を
得
て
様
々
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　
進
学
や
就
職
で
の
人
口
流
出
も
進

ん
で
い
る
中
、
地
域
経
済
の
活
力
に

必
要
不
可
欠
な
「
人
」
を
ど
の
よ
う

に
増
や
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
福
野
地
域
が

好
き
で
、
地
域
の
人
が
好
き
な
ら
ば

き
っ
と
戻
り
た
く
な
る
」
と
の
意
見

か
ら
、
地
域
を
も
っ
と
知
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
福
の
検
定
」
を
作

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　

　
検
定
の
問
題
づ
く
り
に
あ
た
り
、

歴
史
、
ま
つ
り
、
建
物
、
郷
土
、
産

業
の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
各
班

一
つ
を
担
当
し
、
た
く
さ
ん
の
問
題

が
提
案
さ
れ
た
。Ｖ
ｅ
ｒ
．
１
の
問
題

構
成
で
は
、
委
員
が
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

初
級
・
中
級
で
は
各
三
十
問
、
上
級

で
は
二
十
三
問
、
地
域
な
ら
で
は
の

問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
長
年
住

ん
で
き
た
地
域
だ
が
、
知
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
、発
見
が
多
く
、自
ら
作
っ

た
問
題
が
検
定
問
題
と
し
て
採
用
さ

れ
る
喜
び
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
初
級
・
問
七
で
は
、
福
野
地
域
の

伝
統
織
物
は
？
、
問
二
十
で
は
、
福

野
地
域
に
ま
つ
わ
る
郷
土
料
理
で
な

い
も
の
は
ど
れ
？
等
、
問
題
は
多
岐

に
渡
る
。
今
後
問
題
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
も
想
定
し
て
の
Ｖ
ｅ
ｒ
．
表

記
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
の
た
め

商
工
会
が
で
き
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

提
案

　
小
学
校
へ
出
向
き
、
来
年
度
か

ら
の
総
合
学
習
に
つ
い
て
も
商
工

会
と
し
て
の
協
力
体
制
が
あ
る
こ

と
や
、
特
に
郷
土
教
育
に
つ
い
て

は
そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
完

成
し
た
「
福
の
検
定
」
の
活
用
を

委
員
自
ら
が
提
案
。
内
容
説
明
を

し
た
と
こ
ろ
、
好
評
を
得
、
手
ご

た
え
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
昨
年
も
「
ま
つ
り
」
と
い
う
分
野

で
三
年
生
へ
の
出
前
講
座

を
実
施
し
、
そ
れ
が
発
展

し
て
ユ
カ
タ
・
デ
・
ダ
ン

ス
や
里
い
も
祭
り
へ
の
参

加
へ
つ
な
が
っ
た
。
子
供

た
ち
の
豊
か
な
ア
イ
デ
ィ

ア
や
行
動
力
に
驚
か
さ
れ
、

な
に
よ
り
子
供
た
ち
の
生

き
生
き
し
た
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。
ま
た
子
供
達
に

誘
わ
れ
て
今
ま
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
な

か
っ
た
皆
さ
ん
の
参
加
へ

つ
な
が
っ
た
事
は
一
つ
の

成
果
だ
と
言
え
よ
う
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
！「
福
の
検
定
」

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
！「
福
の
検
定
」

シ
リ
ー
ズ

　こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

　南
砺
市
商
工
会
福
野
支
部

「
福
野
愛
」が
宿
る

心
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
む

　
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
地

域
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
が
大

き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
人
口
減
少
は
、
労
働
力
の

減
少
の
み
な
ら
ず
消
費
力
の
減
少

に
も
つ
な
が
り
、
商
工
業
者
の
脅

威
と
な
る
。

　
地
域
で
商
売
を
営
み
、
人
や
モ

ノ・コ
ト
に
関
わ
る
こ
と
で
、
興
味
・

関
心
が
湧
き
、
ま
た
関
わ
る
。
こ

の
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で

「
郷
土
愛
」
へ
と
昇
華
し
て
い
く
こ

と
を
、
担
当
委
員
ら
自
身
が
自
ら

の
経
験
か
ら
確
信
し
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　「
福
野
愛
」
を
持
つ
子
供
た
ち
を

育
む
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
戻
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く

り
を
熱
心
に
継
続
し
て
い
く
委
員

た
ち
の
活
動
す
る
姿
は
、
頑
張
る

か
っ
こ
い
い
大
人
の
姿
と
し
て
子

供
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
取
組
み
が
、
十
年
後
、
二
十

年
後
に
実
を
結
び
、
知
識
を
付
け
て

戻
っ
て
く
る
若
者
が
、
地
域
に
ど
の

よ
う
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
の

か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。


